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Q 6
一度，肺炎球菌感染症にかかってしまったら，肺炎球菌ワクチンを接種する必要はな

くなりますか。

ある莢膜型の肺炎球菌に感染すると，その莢膜型の肺炎球菌に対する免疫が獲得され同じ肺炎球菌

に感染する可能性は少なくなります。しかし，肺炎球菌には90種類もの莢膜型が存在しており，以前に肺

炎球菌感染症にかかったことのある人でも，他の莢膜型の肺炎球菌感染症に罹患する可能性は否定できませ

ん。現在，市販されている肺炎球菌ワクチンは，23種類の莢膜ポリサッカライドを含み，わが国に分布し

ている肺炎球菌莢膜型の約80％に対応することができるので，このワクチンを接種し，幅広い莢膜型に対

する免疫を獲得しておくことは意味があると考えられます。

A

Q 5 肺炎球菌に対する抗体価はどこで測定できますか。

国内で商業的に測定を行っている検査機関はありません。
A

Q 4
肺炎球菌ワクチンを接種した半年後に，肺炎球菌感染症に罹患してしまいました。な

ぜでしょうか。

肺炎球菌ワクチンには23種類の莢膜ポリサッカライドが含まれており，接種によって肺炎球菌感

染症の約80％を予防できると考えられています。このワクチンを接種したにもかかわらず，その半年後に

罹患してしまった理由として，次のような可能性が考えられます。

１ . 起炎菌の莢膜型が肺炎球菌ワクチンに含まれていなかったため

２ . 起炎菌の莢膜型は肺炎球菌ワクチンに含まれていたが，

１）莢膜型に対応する抗体が感染防御レベルまで増加していなかったため

２）莢膜型に対応する抗体は接種後に増加していたが，接種の半年後には感染防御レベル以下に減少し

　　　てしまっていたため

A

Q 3
２歳未満の乳幼児に肺炎球菌ワクチンが接種できないとされているのは，なぜでしょ

うか。

現在わが国で使用されている肺炎球菌ワクチンは莢膜ポリサッカライドを主成分としています。こ

のような抗原に対してはT細胞を介することなく抗体が誘導されますが，２歳未満の乳幼児では免疫系が

未成熟であり，一部の莢膜ポリサッカライドに対して十分な抗体を誘導することができません。そのため，

２歳未満の乳幼児に対しては期待する予防効果が得られない可能性があり，安全性についても十分に検討さ

れていないことから，このワクチンの接種が認められていません。

なお, 米国では乳幼児の肺炎球菌感染症を予防するため，７種類（4，6B，9V，14，18C，19F，23F）の

莢膜ポリサッカライドを不活化ジフテリアトキシン（Diphtheria CRM197 Protein）に結合した肺炎球菌７

価コンジュゲート（結合型）ワクチンが開発され，すでに実用化されています。しかしながら，現在，わが

国では市販されておらず，接種を受けることはできません。

A


